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◇表紙写真説明◇

海上部でのセグメントの架設
写真提供：三井住友建設㈱

海上部でのセグメントの架設方法は，完成した橋面上を運搬して架設桁後方部にセグメントを供給す
る。ウインチに保持されたセグメントは，架設桁の主桁間を通って移動し架設桁下方に吊下げられ，橋
軸直角方向に 90 度回転する。この回転作業に必要なスペースを確保するため，セグメントは一時的に 2
層に仮配置される。19個全てのセグメントを吊下げてから所定の位置に並べ替え，接合・緊張作業に入る。
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